
８．受付業務の知識  No.5

２０２６年度薬価制度改革により、オーソライズド・ジェネリック（AG）・バイオAGの取り扱いが見直されました。

今回はその内容について取り上げました。 

現在は、ジェネリック医薬品が初めて薬価基準に収載される場合、先発医薬品の薬価の 0.5 倍（ただし、内

用薬について銘柄数が７を超える場合は、0.4倍）で算定されています。また、バイオ AGが初めて薬価基準に

収載される場合、先行品の 0.7倍で算定されています。 



 

 

 

 

 

 ジェネリック医薬品が薬価収載後、AG が発売されると発売時期に関わらず、AG がジェネリック医薬品の

中で高いシェアを占める傾向にあります。このような状況であると先発医薬品企業は、関係会社が AG を発売

し、事実上市場のシェアを高くすることが可能となり、またAGを発売する企業から対価が収入として増えるとい

う状態が続いていきます。 

また、バイオ製品については、バイオ AG が薬価収載される際に比較的低価格で収載されることから、バイ

オ AG が選択されやすくなり、バイオシミラーの開発が活発に行われにくい環境になっています。このような背

景より適切な競争環境を形成・維持する観点から、今回の価格の変更となりました。今回の変更については、

令和 8年 10月以降に薬価収載される品目より開始となります。 

 

 

資料：厚生労働省ホームページ 

    令和 8年度薬価制度改革について 

（https://www.wic-net.com/material/static/00023638/00023638.pdf） 
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